
 苦

 楽に対するものから考える「苦」

 楽  ⼼にかなった対象に向かうときに感じる

 苦  ⼼にかなわない対象に向かうときに感じる

 苦の分類

 ① ⼆苦

 内苦

 外苦

 ⾃⼰の⼼身から起こる苦

 外から受ける苦（悪賊や天災など）

 ② 三苦

 苦苦  このましくない対象から感じる苦

 壊苦  このましいものが壊れることから受ける苦

 ⾏苦  世の中のものがうつり変わることを⾒て感じる苦

 三受の「苦」と関連

 三受の「楽」と関連

 三受の「捨（：不苦不楽）」と関連

 ③ 四苦

 ⽣苦  ⽣まれる苦しみ

 ⽼苦

 病苦

 死苦

 ④ ⼋苦
 （※五苦）

 ⽣⽼病死の四苦

 愛別離苦

 怨憎会苦

 愛するものとわかれる苦

 憎むものと会う苦

 求不得苦  求めて得られない苦

 五蘊盛苦

 身⼼環境⼀切を形成する五要素（：五蘊）が執
 着されていることから起こる苦

 ※四苦を⼀とすることもある

 ⑤ 百⼗苦

 ⑥ 三種の⼆苦

 三種の身苦  ⽼・病・死

 三種の⼼苦  貪・瞋・療

 ※ 不楽不苦  捨  苦でも楽でもない無関⼼的な印象感覚

 三受

 サンスクリット語から考える「苦」

 ドゥフカ

 身（狭義）または身⼼（広義）に

 せまって  逼迫（ひっぱく）

 これをなやます状態  損悩（そんのう？）

 損悩逼迫の義

 duhkha

 du  嫌悪

 kham  空虚  常・楽・我・浄のない状態

 ⼀切皆苦
 現実の世界は全て苦  苦諦

 集諦

 滅諦

 道諦

 如意

 不如意


